
    

               短針は時間を表すので 

               １２時間＝７２０分間 

            3    で１周します。 

          4      一方、長針は分を表すので 

        5       ６０分間で一周します。 

       

角度で考えると、１分間当たり 

 短針は ３６０度÷７２０＝０.５度 

 長針は ３６０度÷６０＝６度 

となります。 

短針は４時の時点で ３６０度÷１２×４＝１２０度 

短針は１８分間に  ０.５度×１８＝９度 

長針は１８分間に  ６度×１８＝１０８度 

 

４時１８分の針の位置は、「１２」を基準として 

短針は １２９度    長針は １０８度 

 １２９－１０８＝２１ 

                     答え ２１度  

◆問題  

 アナログの時計がある。４時１８分のとき、長針と短針でできる角は何度にな

るだろうか。 


